
問
い
合
わ
せ

市
文
化
振
興
課　
☎
27-

５
７
１
４

釡
石
の
歴
史

歴
史
の
さ
ん
ぽ
み
ち
編 

⑷

よ
も
や
ま
話 
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時
代
の
変
化
と
市
内
の
遺
跡

　
弥
生
時
代
は
約
２
１
０
０
年
前
ご
ろ
に
繁

栄
し
、
縄
文
時
代
の
狩
猟
・
採
集
・
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

中

心
の
社
会
か
ら
、
稲
作
を
行
う
農
耕
社
会
へ

と
変
化
す
る
時
代
で
す
。
市
内
で
見
つ
か
る

弥
生
時
代
の
遺
跡
も
縄
文
時
代
に
比
べ
、
発

見
数
が
１
割
程
度
に
激
減
し
ま
す
。
こ
れ
は

時
代
と
共
に
集
落
の
あ
り
方
な
ど
が
変
化
し

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
釡
石
を
含
め
、
東
北
地

方
は
農
耕
文
化
の
伝で
ん

播ぱ

が
遅
く
、
弥
生
時
代

に
入
っ
て
も
縄
文
文
化
を
継
承
し
た
と
考
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
青
森
県
弘
前

市
の
砂す
な

沢ざ
わ

遺
跡
で
弥
生
時
代
の
水
田
跡
が
発

見
さ
れ
て
以
降
、
稲
作
な
ど
の
農
耕
文
化
は

早
い
段
階
で
伝
播
し
、
縄
文
文
化
と
の
融
合

を
図
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

釡
石
を
代
表
す
る
弥
生
の
遺
跡

　

市
内
を
代
表
す
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
室む
ろ

浜は
ま

遺
跡
で
す
。

そ
の
名
の
と
お

り
、片
岸
町
の

室
浜
地
区
に

所
在
し
て
い
ま

す
。室
浜
遺
跡

か
ら
は
竪た
て

穴あ
な

住

居
が
複
数
発
見

さ
れ
た
他
、土

器
捨
て
場
ら
し

　
阿
部
友
之
進
は
、
名
を
照て
る

任と
う

、
ま
た
は
輝て
る

任と
う

と
い
い
、
友
之
進
や
将
し
ょ
う

翁お
う

は
通
称
で
し

た
。
江
戸
時
代
の
本ほ
ん

草ぞ
う

学が
く

（
博
物
学
）
の
中

心
人
物
の
一
人
で
、
平
賀
源
内
は
孫
弟
子
に

あ
た
り
ま
す
。
山
田
町
豊
間
根
に
生
ま
れ
、

没
年
は
宝ほ
う
暦れ
き
３
（
１
７
５
３
）
年
で
、
享
年

１
０
４
歳
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
徳
川
将
軍
吉
宗
の
時
代
、
阿
部
友
之
進
は

幕
命
に
よ
り
薬
草
や
薬
石
を
採
取
す
る
た

め
、
日
本
各
地
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

釡
石
の
地
を
訪
れ
た
の
は
、
享
き
ょ
う

保ほ
う
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（
１
７
２
７
）
年
の
こ
と
で
、
甲
子
村
仙
人

で
磁
石
が
掘
り
出
さ
れ
た
の
は
、
阿
部
友
之

進
の
発
見
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
磁
石

と
は
磁
鉄
鉱
の
こ
と
で
す
。
こ
の
時
の
磁

石
１
０
１
貫か
ん
５
６
１
匁も
ん
め（
約
３
８
０
kg
）

が
江
戸
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
享
保
14

（
１
７
２
９
）
年
に
も
、
再
び
釡
石
を
訪

れ
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

阿
部
友
之
進
の
磁
石
の
発
見
か
ら
、
86
年

後
の
文
化
10
（
１
８
１
３
）
年
、
御
山
奉
行

小
川
清
六
一
行
に
よ
る
甲
子
村
大
橋
の
磁
石

岩
の
調
査
が
行
わ
れ
、
甲
子
村
の
肝き
も

煎い
り

ら
が

立
ち
会
い
ま
し
た
。
写
真
の
「
大
橋
磁
石
岩

絵
図
」
は
、
当
時
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
そ

の
貴
重
さ
か
ら
、
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
絵
図
に
は
磁
石
岩
や
地
名

な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
磁
石
岩
の
大
き
さ

は
「
長
サ
三
丈じ
ょ
う

程
幅
四
間け
ん

」
（
長
さ
約
９
ｍ
、

き
土
器
密
集
地
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
弥
生

時
代
前
期
か
ら
中
期
の
珍
し
い
集
落
遺
跡
で

す
。

縄
文
土
器
の
よ
う
な
弥
生
土
器

　
弥
生
時
代
の
前
期
は
、
工こ
う

字じ

文も
ん

と
呼
ば
れ

る
幾
何
学
模
様
と
縄
目
模
様
の
土
器
が
使
わ

れ
ま
す
。
縄
文
時
代
の
特
徴
を
残
し
な
が

ら
、
壺
な
ど
弥
生
時
代
に
特
徴
的
な
形
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
左
の
写
真
は
室
浜
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥

生
時
代
中
期
の
小
型
の
土
器
で
す
。
縄
目
朱

が
塗
ら
れ
て
お
り
、
儀
式
な
ど
で
使
わ
れ
た

特
別
な
土
器
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

幅
約
７
・
２
ｍ
）
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
岩

は
、
大
正
11
年
の
「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

台
帳
」
に
記
さ
れ
、
写
真
も
残
っ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
昭
和
20
年
代
の
発
破
の
際

に
陥
没
し
て
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

享
保
12
年
の
阿
部
友
之
進
に
よ
る
磁
石
発

見
か
ら
１
３
０
年
後
の
安
政
４
（
１
８
５
７
）

年
12
月
１
日
、
大
島
高
任
は
大
橋
の
地
で
磁

鉄
鉱
を
用
い
、
洋
式
高
炉
に
よ
る
鉄
の
連
続

出し
ゅ
っ

銑せ
ん

に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の
旧
暦
12

月
１
日
は
新
暦
の
１
月
15
日
に
あ
た
り
ま

す
。
こ
の
日
、
鉄
の
ま
ち
釡
石
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。

釡
石
に
眠
る
遺
跡

弥
生
時
代
編

阿あ

べ部
友と

も

之の

進し
ん

と
大お

お

橋は
し

磁じ
し
ゃ
く石

岩い
わ

絵え

図ず

市
指
定
文
化
財

室浜遺跡の竪穴住居跡

弥生時代中期の朱塗小型鉢

市指定文化財「大橋磁石岩絵図」（野田家所蔵）

部分拡大
「磁石岩　長サ三
丈程　幅四間口」
と書かれている。

弥生時代前期の土器
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